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図4 製膜方法による光触媒活性の比較
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図7 Ti02:Ir02の種々の混合比における光発電力
Light Source : Black Light、UV(350nm):2.0mW/cm2 
陽極の Ti02:Ir02の比を変え起電力測定を行った結果を図 7に示す。 lr02濃度が増加するに伴
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図8 太陽光発電パネルの電圧、電流の測定結果と電力
光源フ、、ラックライ卜 UV(350nm):2. Om W/cm2 
図9 作製したデバイスを用いてのLEDの発光
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
特許
発明の名称：光触媒型太陽光発電システム
出願番号 ：特願2006-55963
出願人 ：富山大学
発明者 ：蓮覚寺聖一
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
Iir田〈ョ〉
ワット数の小さな電機機器に応用。たとえば道路標識用パネルなど
（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）
(5）利用施設
VBLの施設名：クリーンルーム
利用内容：光触媒膜コート、電池性能評価
頻度： 6時間／1日、 200日／年
